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概 要

近年、プラスチック製品が大量の生産・供給されるようになりその廃棄量が年々増加傾向にある。しかし、 プラスチ

ックの廃棄処理には様々な課題が残されており、リサイクルの推進が求められている。 そこで、本研究では多

種多様のプラスチック廃棄物を単一のシステムでリサイクルするための技術開発とリサイクル製品の高付加価値

化を目標に、プラスチック廃棄物を用いた新たなポリマーブレンド材の開発と評価を行っている。

○はじめに

[背景] ◆ 近年、プラスチック廃棄物の量が年々増加傾向にあるが、廃棄処理には多くの問題抱えている。

◆ 機械の摺動部には潤滑油が不可欠であるが、 油の保守管理・処理、流れ出す危険性等から

オイルレス（油を使用しない）潤滑システムが必要になりつつある。

→（解決手段）プラスチックの有する自己潤滑性を活かした廃棄物の高付加価値化

[目的] 本研究では PET ボトルやビニール袋などのプラスチック廃棄物を活用した低環境負荷の水潤滑

軸受やその他新規製品の開発を目標として プラスチック廃棄物のパウダー化技術の確立と日用品

プラスチックを用いた摩擦摩耗特性に優れるポリマーブレンド材の開発 を行っている。

○実験方法

[実験の流れ]

①プラスチック廃棄物のパウダー化

②ポリマーブレンド材の開発

③材料評価試験

○結果

本研究ではプラスチックの融点や加熱流動性などを考慮してまずプラスチック廃棄物のパウダー化を検討し

た。試作した UPEパウダーと PETパウダーの写真とその投影面積の分布図を図 1、2 に示す。また、様々なブ

レンド材の試作を検討し摩擦特性について調査した結果を図3に示す。本実験結果から新たに開発したポリマ

ーブレンド材の一つが医療用人工関節材料の UPE と同程度の低摩擦を示すことがわかった。

○まとめ

今回、プラスチック廃棄物を活用し摩擦特性に優れるポリマーブレンド材の開発に成功した。今後は更に

研究を進め、プラスチック廃棄物の高付加価値化を検討する予定である。

【来場者へのメッセージ】 本研究の成果により優れた摩擦摩耗特性を大量に廃棄される日用品プラスチックに

与えることができるようになります。高価なプラスチックの代替材として様々な新規製品の開発が期待できます。
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図 1 プラスチック廃棄物のパウダー化

図 3 摩擦特性の結果図 2 パウダーの大きさ（分布図）

リサイクル率の向上 環境保全の観点
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